
 

          全国公立学校教頭会通信 第９号               

           き ず な 
               第１回 全国研究部長会 

  

  全国公立学校教頭会研究部は、年間２回（7月・12月）「全国研究部長会」を開催しています。 

教頭会通信「きずな」第９号・第 10号で「全国研究部長会」の概要をお伝えします。 

令和５年度 第 1回全国研究部長会 ７月７日（金）11:00～16:00 オンライン開催 

第 1回全国研究部長会をオンラインで開催しました。各単位教頭会・副校長会の担当者が参加して、講演会並

びに協議会を行いましたのでその概要を報告します。 

 

 【令和５年度 第１回全国研究部長会】 
１ 期 日 令和５年 7 月７日（金） 11:00～16:00 

２ 会 場 各自接続可能な場所（オンライン開催） 

３ 出席者 各単位教頭会・副校長会研究部長並びに全公教関係                       

４ 内 容        

（１）全体会 11:00～11:40 

① 11:00 開会の言葉・全公教研究部紹介 

② 11:03～11:08 会長挨拶 吉原会長 

③ 11:08～11:25 全公教研究部 研究テーマについて(全公教研究部長) 

     研究テーマ「第 13 期 未来を切り拓く力を育む 魅力ある学校づくり」 

     「『個別最適な学び』、『協働的な学び』を推進していくための学校としての取組と副校長・教頭の役割」 

④ 11:25～11:40 第 65 回石川県大会について(石川県研究部長 ) 

             第 66 回高知県大会について(高知県研究部長） 

（２）ブロック別協議 11:40～12:30  

  ①今回の研究協議の概要・方法についての説明（全公教研究部） 

     ○参加者を地区ブロック別に振り分けて 15 班編成し、ここに、全公教役員・研究部員も参加して４名

から６名の班を編成しました。 

     ○新年度初めての研究部長会なので、自己紹介や地域紹介で親交を深めるようにしました。 

    ②研究協議  

     ア 自己紹介・学校紹介・研究部長としての活動      15 分間 

     イ 協議  「各学校における管理職としての課題」  30 分間 

    ③班別協議の報告による共有 3 班×3 分間 

○協議後に抽出した３つの班に発表をお願いした。情報を共有し、各地で広めることをねらいとしま

した。 

【北海道ブロック】 

 ・マンパワーが課題 ベテランと若手の二極化 メンタル面で厳しい職員への配慮 

 ・ICT のすすみ具合－格差がある PC の持ち帰り－地域により様々な対応 

 ・小中一貫、連携－地域により温度差 

【近畿ブロックから】 

 ・小規模校－教務主任がいない－教頭の多忙化 ・大規模校－事務処理多く大変  

 ・教員不足－講師が見つからない 

 ・働き方改革－小さな工夫をしている（戸締りを分担 ジム処理の簡略化等々） 
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【四国ブロック】 

 ・社会の変化が学校も影響を受ける 

 ・ICT、校務支援のシステム化－管理、システムの運営等が教頭に集中する（業務の増加） 

 ・過密校と小規模校が隣居合わせ―学校運営上の格差が生じる 

 ・教育行政予算に格差がある－支援員の削減➡教頭が補充に入る 

 ・人件費はあるが人材が不足 

 ・教育予算と人材の確保が働きやすい学校の基盤である 

※12:30～13:15 昼食（45 分間） 

（３）講演・高橋 純先生による講演 13:15～14:20（65分間） 

     ○講師紹介（全公教研究部） 

     ○講師  東京学芸大学 教授 高橋 純 氏 

  ○演題 「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実に向けた副校長・教頭への期待 

※14:20～14:35 休憩（15 分間） 

  （４）研究協議と発表 14:35～15:55  

  ①研究協議方法の説明 （全公教研究部） 

○はじめに 15 分間程度、自己紹介・学校紹介をしました。 

    ②研究協議（50 分間） 

     ○講話から 

「『個別最適な学び』，『協働的な学び』を推進していくための学校としての取組と副校長・教頭として

の役割」 

    ③班別協議の報告による共有 ３班×3 分間  

○情報を共有し、各地で広めていただくことをねらいとしました。 

    ④高橋先生より、協議・発表をもとに助言 15:40～15:55 

⑤謝辞（全公教副会長 ） 

 

（５）閉会の言葉 15:55～16:00 （全公教研究部）   

 

全国公立学校教頭会 ホームページをご活用ください。 
 

 

 

 

 

令和５年度 第 1回研究部長会 

 

東京学芸大学 教授 高橋 淳 先生の講演の様子

は、全公教ホームページ「ビデオ 研修サイト」でご覧

いただけます。（会員限定） 


